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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】拡張機能を備え、限られた空間で更に多くの物
品を掛けることが可能な多層式フック装置を提供する。
【解決手段】少なくとも一つのフック１と、固定台座２
とによって構成する。前記フックは、複数の棒状部材を
加工して湾曲させてなり、前記フックの端部は、両端に
上フック部と下フック部とがそれぞれ設けられるか、或
いは、一端に下フック部が設けられる。前記複数の棒状
部材における下フック部に隣接する箇所は、互いに分離
して湾曲し、それぞれ異なる高さに位置する掛部を形成
し、二つの掛部の間はくりぬかれて穴が開いた形態を呈
し、前記固定台座は、二枚の板体の間に複数のブロック
体を設けるとともに二つのブロック体の間と二枚の板体
の間に溝部２３を形成させてなり、溝部には、少なくと
も一つのアクティブフック３が設けられ、前記固定台座
には、前記フックが固定される。前記固定台座には吊り
ベルトがさらに設けられ、吊りベルトには吊りフックが
設けられる。
【選択図】図６
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
少なくとも一つのフックと、固定台座とによって構成する多層式フック装置であって、
前記フックは、複数の棒状部材を加工して湾曲させてなり、前記フックの端部は、両端に
上フック部と下フック部とがそれぞれ設けられるか、或いは、一端に下フック部が設けら
れ、
前記複数の棒状部材における下フック部に隣接する箇所は、互いに分離して湾曲し、それ
ぞれ異なる高さに位置する掛部を形成し、二つの掛部の間はくりぬかれて穴が開いた形態
を呈し、
前記固定台座は、二枚の板体の間に複数のブロック体を設けるとともに二つのブロック体
の間と二枚の板体の間に溝部を形成させてなり、前記固定台座には、前記フックが固定さ
れることを特徴とする、多層式フック装置。
【請求項２】
前記多層式フック装置は、少なくとも一つのアクティブフックをさらに備え、前記アクテ
ィブフックは、棒状部材を湾曲させて第一湾曲フック部と第二湾曲フック部とを形成させ
てなり、第一湾曲フック部は前記固定台座の溝部に挿入され、第二湾曲フック部は物品を
掛けるのに用いられることを特徴とする、請求項１に記載の多層式フック装置。
【請求項３】
前記多層式フック装置は、複数の吊りベルトをさらに備え、前記吊りベルトの一端は、前
記固定台座に連結され、前記吊りベルトの他端には吊りフックが設けられることを特徴と
する、請求項１に記載の多層式フック装置。
 
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本考案は、限られた体積或いは空間で更に多くの物品を掛けることが可能な多層式フック
装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に、フックの形式は二種類ある。一つは、単一のフックであり、壁やドアに、ネ
ジで固定するか、或いは粘着させて固定する。もう一つは、複数のフックを固定台座に配
列してなるフックラックである。単一のフックであろうと、或いは固定台座に複数のフッ
クを設けたフックラックであろうと、従来のフックは、一体成型により、傾斜角度をもつ
一本或いは二本の棒状部材が形成され、この棒状部材は物品を掛けるために用いられる。
しかしながら、固定台座を備える従来のフックラックは、その固定台座が壁やドアに固定
するためだけに用いられ、その他のフック部材は設けられていないため、さらに多くの物
品を掛けることができる拡張機能を備えていない。
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００３】
そこで、本考案は、拡張機能を備え、限られた空間で更に多くの物品を掛けることが可能
な多層式フック装置を提供することを目的とする。
【０００４】
また、本考案は、つりさげ機能を備え、居住環境に応じて衣類をつりさげて掛けることも
可能な多層式フック装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本考案による多層式フック装置は、少なくとも一つのフックと、固定台座とによって構
成する。前記フックは、複数の棒状部材を加工して湾曲させてなり、前記フックの端部は
、両端に上フック部と下フック部とがそれぞれ設けられるか、或いは、一端に下フック部
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が設けられる。前記複数の棒状部材における下フック部に隣接する箇所は、互いに分離し
て湾曲し、それぞれ異なる高さに位置する掛部を形成し、二つの掛部の間はくりぬかれて
穴が開いた形態を呈し、前記固定台座は、二枚の板体の間に複数のブロック体を設けると
ともに二つのブロック体の間と二枚の板体の間に溝部を形成させてなり、溝部には、少な
くとも一つのアクティブフックが設けられ、前記固定台座には、前記フックが固定される
。前記固定台座には吊りベルトがさらに設けられ、吊りベルトには吊りフックが設けられ
る。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】本考案の実施例１によるフックの構造を示した斜視図である。
【図２】本考案の実施例２によるフックの構造を示した斜視図である。
【図３】本考案の実施例３によるフックの構造を示した斜視図である。
【図４】本考案の実施例４によるフックの構造を示した斜視図である。
【図５】フックを固定台座に組み合わせた本考案の実施例を示した分解斜視図である。
【図６】フックを固定台座に組み合わせ、さらにアクティブフックを設けた本考案の実施
例を示した斜視図である。
【図７】フックを固定台座に組み合わせ、さらにアクティブフックを設けた本考案の図６
とは別の実施例を示した斜視図である。
【図８】吊りフックを備えた吊りベルトを固定台座に設けた本考案の実施例を示した斜視
図である。
【考案を実施するための形態】
【０００７】
（実施例１）
　図１は、本考案の実施例１によるフック１の構造を示している。本考案の実施例１によ
るフック１は、適切な材料からなる第一棒状部材１１と第二棒状部材１２を、専用の機械
で加工して湾曲させてなる。フック１の両端には上フック部１Ａと下フック部１Ｂがそれ
ぞれ形成される。第一棒状部材１１と第二棒状部材１２における下フック部１Ｂに隣接す
る箇所は、互いに分離して湾曲し、それぞれ、下方に位置する第一掛部１１１と上方に位
置する第二掛部１２１とを形成し、第一掛部１１１と第二掛部１２１の間は、くりぬかれ
て穴が開いた形態を呈する。上フック部１Ａと下フック部１Ｂは、上に延伸する傾斜状を
呈し、上フック部１Ａの長さは、下フック部１Ｂより長くすることもできるし、短くする
こともできる。フック１の適切な位置には、複数の貫設孔１０が設けられる。このフック
１は、ドア或いは壁にネジで固定して使用される。
【０００８】
（実施例２）
　図２は、本考案の実施例２によるフック１の構造を示している。本考案の実施例２によ
るフック１は、適切な材料からなる第一棒状部材１１と第二棒状部材１２と第三棒状部材
１３を、専用の機械で加工して湾曲させてなる。フック１の両端には上フック部１Ａと下
フック部１Ｂがそれぞれ形成される。第一棒状部材１１と第二棒状部材１２と第三棒状部
材１３における下フック部１Ｂに隣接する箇所は、互いに分離して湾曲し、それぞれ、一
番下方に位置する第一掛部１１１と、第一掛部１１１上方に位置する第二掛部１２１と、
第二掛部１２１上方に位置する第三掛部１３１とを形成し、第一掛部１１１と第二掛部１
２１と第三掛部１３１の間は、くりぬかれて穴が開いた形態を呈する。上フック部１Ａと
下フック部１Ｂは、上に延伸する傾斜状を呈し、上フック部１Ａの長さは、下フック部１
Ｂより長くすることもできるし、短くすることもできる。フック１の適切な位置には、複
数の貫設孔１０が設けられる。
【０００９】
（実施例３）
　図３は、本考案の実施例３によるフック１の構造を示している。本考案の実施例３によ
るフック１は、適切な材料からなる第一棒状部材１１と第二棒状部材１２を、専用の機械
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で加工して湾曲させてなる。フック１の一端には下フック部１Ｂが形成される。第一棒状
部材１１と第二棒状部材１２における下フック部１Ｂに隣接する箇所は、互いに分離して
湾曲し、それぞれ、下方に位置する第一掛部１１１と上方に位置する第二掛部１２１とを
形成し、第一掛部１１１と第二掛部１２１の間は、くりぬかれて穴が開いた形態を呈する
。下フック部１Ｂは、上に延伸する傾斜状を呈し、フック１の適切な位置には、複数の貫
設孔１０が設けられる。
【００１０】
（実施例４）
　図４は、本考案の実施例４によるフック１の構造を示している。本考案の実施例４によ
るフック１は、適切な材料からなる第一棒状部材１１と第二棒状部材１２と第三棒状部材
１３を、専用の機械で加工して湾曲させてなる。フック１の一端には下フック部１Ｂが形
成される。第一棒状部材１１と第二棒状部材１２と第三棒状部材１３における下フック部
１Ｂに隣接する箇所は、互いに分離して湾曲し、それぞれ、一番下方に位置する第一掛部
１１１と、第一掛部１１１上方に位置する第二掛部１２１と、第二掛部１２１上方に位置
する第三掛部１３１とを形成し、第一掛部１１１と第二掛部１２１と第三掛部１３１の間
は、くりぬかれて穴が開いた形態を呈する。下フック部１Ｂは、上に延伸する傾斜状を呈
し、フック１の適切な位置には、複数の貫設孔１０が設けられる。
【００１１】
図５は、本考案による固定台座２の構造を示している。本考案による固定台座２は、二枚
の板体２１の間に複数のブロック体２２を設けるとともに、二つのブロック体２２の間と
二枚の板体２１の間に溝部２３を形成させてなる。固定台座２には、フック１の貫設孔１
０に対応する複数の台座孔２４を設け、ボルトやその他の固定部材を貫設孔１０と台座孔
２４に貫通させて螺合することにより、フック１を固定台座２に固定させる。
【００１２】
　図６と図７は、少なくとも一つのアクティブフック３を拡張用のフック部材として設け
た本考案の実施例を示している。本考案の実施例のアクティブフック３は、可撓性を有す
る棒状部材を湾曲させ第一湾曲フック部３１と第二湾曲フック部３２とを形成させてなる
。第一湾曲フック部３１は固定台座２の溝部２３に挿入し、第二湾曲フック部３２は物品
を掛けるのに用いられる。
【００１３】
図８は、固定台座２に複数の吊りベルト４を設けた本考案の実施例を示している。吊りベ
ルト４の一端には吊りフック５を設ける。固定台座２には、前述の実施例のように、アク
ティブフック３或いはフック１を組み合わせ、さらに、吊りフック５をドアの上端辺、或
いはその他の物体に引っかけ、吊りベルト４で固定台座２をつり下げる。
【符号の説明】
【００１４】
１　　　フック
１０　　貫設孔
１１　　第一棒状部材
１１１　第一掛部
１２　　第二棒状部材
１２１　第二掛部
１３　　第三棒状部材
１３１　第三掛部
１Ａ　　上フック部
１Ｂ　　下フック部
２　　　固定台座
２１　　板体
２２　　ブロック体
２３　　溝部
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２４　　台座孔
３　　　アクティブフック
３１　　第一湾曲フック部
３２　　第二湾曲フック部
４　　　吊りベルト
５　　　吊りフック

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】
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